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【5月 11日】『課題意識の芽生え』 

NPO 法人シーエスアールスクエアの宍戸仙助

先生に来校いただき、東南アジアの山岳少数民

族の子どもたちの生活について教えていただき

ました。 

お話を通して、自分 

たちも何か役に立つこ 

とができないかと今後 

の学習に向けて大きな 

課題意識をもつことが 

できました。 

 

 

【9月 12日】『新たな情報の収集』 

 本校の 4 年生の担任教諭が夏季休業日中にベ

トナムへ行きました。その時の様子を教えても

らいました。現地の人々の現状を広く伝えてい

くことが大切であると 

いうお話をいただき、 

地域への情報発信の必 

要性やそれに向けた意 

欲を高めました。 

 

・・東南アジアの山岳少数民族のくらしについて知り、自分たちには何ができるかを考える。 

・西東京市の一員として、地域にも情報発信し、協力をお願いしながら、支援や交流活動

を計画、実施する。 

まとめ コラム 
学びの中で自分事として課題意識をもつことができた子どもたちの表情は輝いています。学習が進む

につれて「こんなことしてみたらどうかな？」「こんな風にしたら、地域の人にも興味をもってもらえる

んじゃないかな？」と、どんどん案が出てくるようになりました。展示発表に対して地域の方からいた

だいたアンケートもとても嬉しそうに見ています。地域の一員としての意識も大切にしながら、人のた

めに自分たちには何ができるかを探究しながら学びを深めていきたいと思います。 

【10月 8日】『地域への発信』 

 これまでに聞いたお話や自分たちで調べた内

容を整理・分析し、地域のルピナス会館で行われ

た催しで展示発表をさ 

せていただきました。 

池澤市長をはじめ、多 

くの方に展示を見てい 

ただき、感想もいただ 

くことができました。 

  

 

【12月以降】『支援の実現』 

 主にベトナムの山岳少数民族のくらしを知る

ことを通して、「募金活動で集めたお金で学用

品を寄付したい。」「日本の昔遊びの紹介で楽し

んでもらうのはどうかな。」など、少しずつ支援

の案も出てきました。今後さらに自分たちにで

きる支援の形を検討し、地域や保護者の方々に

も協力を呼び掛けながら、支援の実現へ向けて

学習を進めていきます。 


